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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置であって、
　プライマリーセル又はセカンダリーセルにおいてランダムアクセス手順を開始するＭＡ
Ｃ（Medium Access Control）層処理部と、
　前記プライマリーセル又は前記セカンダリーセルにおいて、物理上りリンク制御チャネ
ルを介してスケジューリングリクエストを送信する送信部と、を備え、
　前記ＭＡＣ層処理部は、
　少なくとも１つの前記スケジューリングリクエストがペンディングされており、送信の
ために利用可能なＵＬ－ＳＣＨ（uplink shared channel）リソースが前記プライマリー
セル及び前記セカンダリーセルになく、前記スケジューリングリクエストのための物理上
りリンク制御チャネルのリソースが前記セカンダリーセルに設定されており、前記セカン
ダリーセルが活性化されており、前記端末装置におけるカウンターの値が所定の値より小
さい場合に、前記カウンターの値を１つインクリメントし、前記物理上りリンク制御チャ
ネルを介して、前記スケジューリングリクエストを送信するよう前記送信部に指示し、
　少なくとも１つの前記スケジューリングリクエストがペンディングされており、送信の
ために利用可能なＵＬ－ＳＣＨリソースが前記プライマリーセル及び前記セカンダリーセ
ルになく、前記スケジューリングリクエストのための物理上りリンク制御チャネルのリソ
ースが前記セカンダリーセルに設定されており、前記セカンダリーセルが非活性化されて
いる場合に、初期コネクション確立プロシージャが行われたセルである前記プライマリー
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セル、及び、前記スケジューリングリクエストのための物理上りリンク制御チャネルのリ
ソースが設定される前記セカンダリーセルのうち、前記プライマリーセルにおけるランダ
ムアクセス手順を開始し、
　前記送信部は、
　ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂの送信が行われるサブフレームにおいて前記スケジ
ューリングリクエストの送信が発生する場合、前記スケジューリングリクエストが正のス
ケジューリングリクエストであり、かつ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫと前記スケジューリングリク
エストの両方が同じサービングセルにおいて送信されるならば、前記スケジューリングリ
クエストのためのＰＵＣＣＨリソースを用いて前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する
　端末装置。
【請求項２】
　前記ＭＡＣ層処理部は、
　少なくとも１つの前記スケジューリングリクエストがペンディングされており、送信の
ために利用可能なＵＬ－ＳＣＨリソースが前記プライマリーセル及び前記セカンダリーセ
ルになく、前記スケジューリングリクエストのための物理上りリンク制御チャネルのリソ
ースが前記セカンダリーセルに設定されており、前記セカンダリーセルが非活性化されて
いる場合、ペンディングされている全てのスケジューリングリクエストをキャンセルする
　請求項１に記載の端末装置。
【請求項３】
　前記スケジューリングリクエストは初期送信のためのＵＬ－ＳＣＨリソースを要求する
ために用いられる
　請求項１に記載の端末装置。
【請求項４】
　端末装置における通信方法であって、
　プライマリーセル又はセカンダリーセルにおいてランダムアクセス手順を開始するＭＡ
Ｃ（Medium Access Control）層処理ステップと、
　前記プライマリーセル又は前記セカンダリーセルにおいて、物理上りリンク制御チャネ
ルを介してスケジューリングリクエストを送信する送信ステップと、を有し、
　前記ＭＡＣ層処理ステップにおいて、
　少なくとも１つの前記スケジューリングリクエストがペンディングされており、送信の
ために利用可能なＵＬ－ＳＣＨ（uplink shared channel）リソースが前記プライマリー
セル及び前記セカンダリーセルになく、前記スケジューリングリクエストのための物理上
りリンク制御チャネルのリソースが前記セカンダリーセルに設定されており、前記セカン
ダリーセルが活性化されており、前記端末装置におけるカウンターの値が所定の値より小
さい場合に、前記カウンターの値を１つインクリメントし、前記物理上りリンク制御チャ
ネルを介して、前記スケジューリングリクエストを送信するように指示し、
　少なくとも１つの前記スケジューリングリクエストがペンディングされており、送信の
ために利用可能なＵＬ－ＳＣＨリソースが前記プライマリーセル及び前記セカンダリーセ
ルになく、前記スケジューリングリクエストのための物理上りリンク制御チャネルのリソ
ースが前記セカンダリーセルに設定されており、前記セカンダリーセルが非活性化されて
いる場合に、初期コネクション確立プロシージャが行われたセルである前記プライマリー
セル、及び、前記スケジューリングリクエストのための物理上りリンク制御チャネルのリ
ソースが設定される前記セカンダリーセルのうち、前記プライマリーセルにおけるランダ
ムアクセス手順を開始し、
　前記送信ステップにおいて、
　ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂの送信が行われるサブフレームにおいて前記スケジ
ューリングリクエストの送信が発生する場合、前記スケジューリングリクエストが正のス
ケジューリングリクエストであり、かつ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫと前記スケジューリングリク
エストの両方が同じサービングセルにおいて送信されるならば、前記スケジューリングリ
クエストのためのＰＵＣＣＨリソースを用いて前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する
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　通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置および通信方法に関する。
　本願は、２０１５年１月２８日に、日本に出願された特願２０１５－０１４７３９号に
基づき優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long Term Ev
olution （LTE）」、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Access : EUTRA
」と称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation Partnersh
ip Project: 3GPP）において検討されている。ＬＴＥでは、基地局装置をｅＮｏｄｅＢ（
evolved NodeB）、端末装置をＵＥ（User Equipment）とも称する。ＬＴＥは、基地局装
置がカバーするエリアをセル状に複数配置するセルラー通信システムである。単一の基地
局装置は複数のセルを管理してもよい。
【０００３】
　ＬＴＥは、時分割複信（Time Division Duplex: TDD）に対応している。ＴＤＤ方式を
採用したＬＴＥをＴＤ－ＬＴＥまたはＬＴＥ　ＴＤＤとも称する。ＴＤＤにおいて、上り
リンク信号と下りリンク信号が時分割多重される。また、ＬＴＥは、周波数分割複信（Fr
equency Division Duplex: FDD）に対応している。
【０００４】
　３ＧＰＰによって、端末装置が５つまでのサービングセル（コンポーネントキャリア）
において同時に送信、および／または、受信を行うことができるキャリアアグリゲーショ
ンが仕様化されている。
【０００５】
　３ＧＰＰにおいて、端末装置が５つを超えたサービングセル（コンポーネントキャリア
）において同時に送信、および／または、受信を行うことが検討されている（非特許文献
１）。また、端末装置が、プライマリーセル以外のサービングセルであるセカンダリーセ
ルにおいて、物理上りリンク制御チャネルを送信することが検討されている（非特許文献
１）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】"New WI proposal: LTE Carrier Aggregation Enhancement Beyond 5 C
arriers", RP-142286, Nokia Corporation, NTT DoCoMo Inc., Nokia Networks,3GPP TSG
 RAN Meeting #66, Hawaii, United States of America, 8th - 11th December 2014.
【非特許文献２】"3GPP TS 36.321 v12.4.0 Evolved Universal Terrestrial Radio Acce
ss (E-UTRA); Medium Access Control (MAC) protocol specification", 5th November 2
015.
【非特許文献３】"3GPP TS 36.213 v12.4.0 Evolved Universal Terrestrial Radio Acce
ss (E-UTRA); Physical layer procedures", 7th November 2015.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、プライマリーセル以外のサービングセルであるセカンダリーセルにおい
て、物理上りリンク制御チャネルが伝送される場合に、端末装置が、スケジューリングリ
クエストを基地局装置に送信する具体的な方法は十分に検討されていない。
【０００８】
　本発明のいくつかの態様は上記の点に鑑みてなされたものであり、その目的は、複数の
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セル（コンポーネントキャリア）を用いて効率的に基地局装置と通信することができる端
末装置および通信方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明のいくつかの態様は、以下のような手段を
講じた。すなわち、本発明の第１の態様は、端末装置であって、ＲＲＣ（Radio Resource
 Control）コネクションが確立された時点、または、後に設定されるセカンダリ－セルに
関連する第１のタイマーの満了に基づいて、前記セカンダリーセルをデアクティベートす
るＭＡＣ（Medium Access Control）層処理部と、前記セカンダリーセルにおいて設定さ
れる物理上りリンク制御チャネルのリソースを用いてスケジューリングリクエストを送信
する送信部と、を備え、前記セカンダリーセルにおいて、前記スケジューリングリクエス
トのための前記物理上りリンク制御チャネルのリソースが設定されている場合には、前記
セカンダリーセルに対して前記第１のタイマーは適用されない。
【００１０】
　（２）また、本発明の第２の態様は、端末装置に実装される集積回路であって、ＲＲＣ
（Radio Resource Control）コネクションが確立された時点、または、後に設定されるセ
カンダリ－セルに関連する第１のタイマーの満了に基づいて、前記セカンダリーセルをデ
アクティベートするＭＡＣ（Medium Access Control）層処理回路と、前記セカンダリー
セルにおいて設定される物理上りリンク制御チャネルのリソースを用いてスケジューリン
グリクエストを送信する送信回路と、を備え、前記セカンダリーセルにおいて、前記スケ
ジューリングリクエストのための前記物理上りリンク制御チャネルのリソースが設定され
ている場合には、前記セカンダリーセルに対して前記第１のタイマーは適用されない。
【００１１】
　（３）また、本発明の第３の態様は、端末装置に用いられる通信方法であって、ＲＲＣ
（Radio Resource Control）コネクションが確立された時点、または、後に設定されるセ
カンダリ－セルに関連する第１のタイマーの満了に基づいて、前記セカンダリーセルをデ
アクティベートし、前記セカンダリーセルにおいて設定される物理上りリンク制御チャネ
ルのリソースを用いてスケジューリングリクエストを送信し、前記セカンダリーセルにお
いて、前記スケジューリングリクエストのための前記物理上りリンク制御チャネルのリソ
ースが設定されている場合には、前記セカンダリーセルに対して前記第１のタイマーは適
用されない。
【発明の効果】
【００１２】
　この発明のいくつかの態様によれば、端末装置が、複数のセル（コンポーネントキャリ
ア）を用いて効率的に基地局装置と通信することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施形態の無線通信システムの概念図である。
【図２】本実施形態におけるＰＵＣＣＨセルグループの一例を示す図である。
【図３】本実施形態における、サブフレーム（ＴＴＩ）のそれぞれに対して実行されるス
ケジューリングリクエストに関する処理の一例を示す図である。
【図４】本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図５】本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００１５】
　図１は、本実施形態の無線通信システムの概念図である。図１において、無線通信シス
テムは、端末装置１Ａ～１Ｃ、および基地局装置３を具備する。以下、端末装置１Ａ～１
Ｃを端末装置１という。
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【００１６】
　以下、キャリアアグリゲーションについて説明する。
【００１７】
　本実施形態では、端末装置１は、複数のサービングセルが設定される。端末装置１が複
数のサービングセルを介して通信する技術をセルアグリゲーション、またはキャリアアグ
リゲーションと称する。端末装置１に対して設定される複数のサービングセルのそれぞれ
において、本発明が適用されてもよい。また、設定された複数のサービングセルの一部に
おいて、本発明が適用されてもよい。また、設定された複数のサービングセルのグループ
のそれぞれにおいて、本発明が適用されてもよい。また、設定された複数のサービングセ
ルのグループの一部において、本発明が適用されてもよい。キャリアアグリゲーションに
おいて、設定された複数のサービングセルを集約されたサービングセルとも称する。
【００１８】
　本実施形態の無線通信システムは、ＴＤＤ（Time Division Duplex）および／またはＦ
ＤＤ（Frequency Division Duplex）が適用される。セルアグリゲーションの場合には、
複数のサービングセルの全てに対してＴＤＤが適用されてもよい。また、セルアグリゲー
ションの場合には、ＴＤＤが適用されるサービングセルとＦＤＤが適用されるサービング
セルが集約されてもよい。
【００１９】
　設定された複数のサービングセルは、１つのプライマリーセルと１つまたは複数のセカ
ンダリーセルとを含む。プライマリーセルは、初期コネクション確立（initial connecti
on establishment）プロシージャが行なわれたサービングセル、コネクション再確立（co
nnection re-establishment）プロシージャを開始したサービングセル、または、ハンド
オーバプロシージャにおいてプライマリーセルと指示されたセルである。ＲＲＣ（Radio 
Resource Control）コネクションが確立された時点、または、後に、セカンダリーセルが
設定されてもよい。
【００２０】
　下りリンクにおいて、サービングセルに対応するキャリアを下りリンクコンポーネント
キャリアと称する。上りリンクにおいて、サービングセルに対応するキャリアを上りリン
クコンポーネントキャリアと称する。下りリンクコンポーネントキャリア、および、上り
リンクコンポーネントキャリアを総称して、コンポーネントキャリアと称する。
【００２１】
　端末装置１は、複数のサービングセル（コンポーネントキャリア）において同時に複数
の物理チャネルでの送信、および／または受信を行うことができる。１つの物理チャネル
は、複数のサービングセル（コンポーネントキャリア）のうち１つのサービングセル（コ
ンポーネントキャリア）において送信される。
【００２２】
　本実施形態において、ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）の送信のため
に用いられるセカンダリーセルを、スペシャルセカンダリーセル、および、ＰＵＣＣＨセ
カンダリーセルと称する。本実施形態において、ＰＵＣＣＨの送信のために用いられない
セカンダリーセルを、非スペシャルセカンダリーセル、非ＰＵＣＣＨセカンダリーセル、
非ＰＵＣＣＨサービングセル、および、非ＰＵＣＣＨセルと称する。プライマリーセルお
よびスペシャルセカンダリーセルを総称して、ＰＵＣＣＨサービングセル、および、ＰＵ
ＣＣＨセルと称する。
【００２３】
　ＰＵＣＣＨサービングセル（プライマリーセル、ＰＵＣＣＨセカンダリーセル）は、下
りリンクコンポーネントキャリア、および、上りリンクコンポーネントキャリアを持つ。
ＰＵＣＣＨサービングセル（プライマリーセル、ＰＵＣＣＨセカンダリーセル）において
、ＰＵＣＣＨのリソースが設定される。
【００２４】
　非ＰＵＣＣＨサービングセル（非ＰＵＣＣＨセカンダリーセル）は、下りリンクコンポ
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ーネントキャリアのみを持ってもよい。非ＰＵＣＣＨサービングセル（非ＰＵＣＣＨセカ
ンダリーセル）は、下りリンクコンポーネントキャリア、および、上りリンクコンポーネ
ントキャリアを持ってもよい。
【００２５】
　端末装置１は、ＰＵＣＣＨサービングセルにおいてＰＵＣＣＨでの送信を行う。端末装
置１は、プライマリーセルにおいてＰＵＣＣＨでの送信を行う。端末装置１は、スペシャ
ルセカンダリーセルにおいてＰＵＣＣＨでの送信を行う。端末装置１は、非スペシャルセ
カンダリーセルにおいてＰＵＣＣＨでの送信を行わない。
【００２６】
　尚、スペシャルセカンダリーセルを、プライマリーセルおよびセカンダリーセルでない
サービングセルとして定義してもよい。
【００２７】
　本実施形態の物理チャネルおよび物理信号について説明する。
【００２８】
　図１において、端末装置１から基地局装置３への上りリンクの無線通信では、以下の上
りリンク物理チャネルが用いられる。上りリンク物理チャネルは、上位層から出力された
情報を送信するために使用される。
・ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）
・ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）
・ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access Channel）
【００２９】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（Uplink Control Information: UCI）を送信する
ために用いられる。上りリンク制御情報は、下りリンクのチャネル状態情報（Channel St
ate Information: CSI）、初期送信のためのＰＵＳＣＨ（Uplink-Shared Channel: UL-SC
H）リソースを要求するために用いられるスケジューリングリクエスト（Scheduling Requ
est: SR）、下りリンクデータ（Transport block, Medium Access Control Protocol Dat
a Unit: MAC PDU, Downlink-Shared Channel: DL-SCH, Physical Downlink Shared Chann
el: PDSCH）に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Hybrid Automatic Repeat request ACKnowledge
ment）を含む。ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＡＣＫ（acknowledgement）またはＮＡＣＫ（negat
ive-acknowledgement）を示す。ＨＡＲＱ－ＡＣＫを、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＨＡＲＱフィ
ードバック、ＨＡＲＱ応答、ＨＡＲＱ情報、または、ＨＡＲＱ制御情報とも称する。
【００３０】
　スケジューリングリクエストは、正のスケジューリングリクエスト（positive schedul
ing request）、または、負のスケジューリングリクエスト（negative scheduling reque
st）を含む。正のスケジューリングリクエストは、初期送信のためのＵＬ－ＳＣＨリソー
スを要求することを示す。負のスケジューリングリクエストは、初期送信のためのＵＬ－
ＳＣＨリソースを要求しないことを示す。
【００３１】
　ＰＵＣＣＨフォーマット１は、正のスケジューリングリクエストを送信するために用い
られる。ＰＵＣＣＨフォーマット１ａは、１ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信するために
用いられる。ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂは、２ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信するた
めに用いられる。チャネル選択をともなうＰＵＣＣＨフォーマット１ｂは、端末装置に１
つより多いサービングセルを設定される場合に４ビットまでのＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信す
るために用いられる。ＰＵＣＣＨフォーマット３は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのみを送信するた
めに用いられてもよい。ＰＵＣＣＨフォーマット３は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよびスケジュ
ーリングリクエスト（正のスケジューリングリクエスト、または、負のスケジューリング
リクエスト）を送信するために用いられてもよい。
【００３２】
　ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータ（Uplink-Shared Channel: UL-SCH）を送信するため
に用いられる。また、ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータと共にＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／
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またはチャネル状態情報を送信するために用いられてもよい。また、ＰＵＳＣＨはチャネ
ル状態情報のみ、または、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよびチャネル状態情報のみを送信するため
に用いられてもよい。
【００３３】
　ここで、基地局装置３と端末装置１は、上位層（higher layer）において信号をやり取
り（送受信）する。例えば、基地局装置３と端末装置１は、無線リソース制御（RRC: Rad
io Resource Control）層において、ＲＲＣシグナリング（RRC message: Radio Resource
 Control message、RRC information: Radio Resource Control informationとも称され
る）を送受信してもよい。また、基地局装置３と端末装置１は、媒体アクセス制御（MAC:
 Medium Access Control）層において、ＭＡＣ　ＣＥを送受信してもよい。ここで、ＲＲ
Ｃシグナリング、および／または、ＭＡＣ　ＣＥを、上位層の信号（higher layer signa
ling）とも称する。
【００３４】
　ＰＵＳＣＨは、ＲＲＣシグナリング、および、ＭＡＣ　ＣＥを送信するために用いられ
る。ここで、基地局装置３から送信されるＲＲＣシグナリングは、セル内における複数の
端末装置１に対して共通のシグナリングであっても良い。また、基地局装置３から送信さ
れるＲＲＣシグナリングは、ある端末装置１に対して専用のシグナリング（dedicated si
gnalingとも称する）であっても良い。すなわち、ユーザ装置スペシフィック（ユーザ装
置固有）な情報は、ある端末装置１に対して専用のシグナリングを用いて送信される。
【００３５】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブルを送信するために用いられる。ＰＲＡＣ
Ｈは、初期コネクション確立（initial connection establishment）プロシージャ、ハン
ドオーバプロシージャ、コネクション再確立（connection re-establishment）プロシー
ジャ、上りリンク送信に対する同期（タイミング調整）、およびＰＵＳＣＨ（ＵＬ－ＳＣ
Ｈ）リソースの要求を示すために用いられる。
【００３６】
　図１において、上りリンクの無線通信では、以下の上りリンク物理信号が用いられる。
上りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するために使用されないが、物
理層によって使用される。
・上りリンク参照信号（Uplink Reference Signal: UL RS）
【００３７】
　本実施形態において、以下の２つのタイプの上りリンク参照信号が用いられる。
・ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
・ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）
【００３８】
　ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連する。ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨ
またはＰＵＣＣＨと時間多重される。基地局装置３は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの伝
搬路補正を行なうためにＤＭＲＳを使用する。以下、ＰＵＳＣＨとＤＭＲＳを共に送信す
ることを、単にＰＵＳＣＨを送信すると称する。以下、ＰＵＣＣＨとＤＭＲＳを共に送信
することを、単にＰＵＣＣＨを送信すると称する。
【００３９】
　ＳＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連しない。基地局装置３は、上りリ
ンクのチャネル状態を測定するためにＳＲＳを使用する。
【００４０】
　図１において、基地局装置３から端末装置１への下りリンクの無線通信では、以下の下
りリンク物理チャネルが用いられる。下りリンク物理チャネルは、上位層から出力された
情報を送信するために使用される。
・ＰＢＣＨ（Physical Broadcast Channel）
・ＰＣＦＩＣＨ（Physical Control Format Indicator Channel）
・ＰＨＩＣＨ（Physical Hybrid automatic repeat request Indicator Channel）
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・ＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）
・ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Control Channel）
・ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel）
・ＰＭＣＨ（Physical Multicast Channel）
【００４１】
　ＰＢＣＨは、端末装置１で共通に用いられるマスターインフォメーションブロック（Ma
ster Information Block: MIB, Broadcast Channel: BCH）を報知するために用いられる
。
【００４２】
　ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨの送信に用いられる領域（ＯＦＤＭシンボル）を指示する
情報を送信するために用いられる。
【００４３】
　ＰＨＩＣＨは、基地局装置３が受信した上りリンクデータ（Uplink Shared Channel: U
L-SCH）に対するＡＣＫ（ACKnowledgement）またはＮＡＣＫ（Negative ACKnowledgement
）を示すＨＡＲＱインディケータ（ＨＡＲＱフィードバック、応答情報）を送信するため
に用いられる。
【００４４】
　ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（Downlink Control Informati
on: DCI）を送信するために用いられる。下りリンク制御情報を、ＤＣＩフォーマットと
も称する。下りリンク制御情報は、ＤＣＩフォーマット３、ＤＣＩフォーマット３Ａ、下
りリンクグラント（downlink grant）および上りリンクグラント（uplink grant）を含む
。下りリンクグラントは、下りリンクアサインメント（downlink assignment）または下
りリンク割り当て（downlink allocation）とも称する。
【００４５】
　下りリンクグラントは、単一のセル内の単一のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いら
れる。下りリンクグラントは、該下りリンクグラントが送信されたサブフレームと同じサ
ブフレーム内のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる。
【００４６】
　上りリンクグラントは、単一のセル内の単一のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いら
れる。上りリンクグラントは、該上りリンクグラントが送信されたサブフレームより４つ
以上後のサブフレーム内の単一のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いられる。上りリン
クグラントは、ＰＵＳＣＨに対するＴＰＣコマンドを含む。
【００４７】
　下りリンクグラント、または、上りリンクグラントに付加されるＣＲＣパリティビット
は、Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Identifier）、または、ＳＰＳ　Ｃ
－ＲＮＴＩ（Semi Persistent Scheduling Cell-Radio Network Temporary Identifier）
でスクランブルされる。Ｃ－ＲＮＴＩおよびＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、セル内において端
末装置を識別するための識別子である。
【００４８】
　Ｃ－ＲＮＴＩは、単一のサブフレームにおけるＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨを制御する
ために用いられる。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨのリソースを
周期的に割り当てるために用いられる。
【００４９】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータ（Downlink Shared Channel: DL-SCH）を送信するた
めに用いられる。
【００５０】
　ＰＭＣＨは、マルチキャストデータ（Multicast Channel: MCH）を送信するために用い
られる。
【００５１】
　図１において、下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理信号が用いられる。
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下りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するために使用されないが、物
理層によって使用される。
・同期信号（Synchronization signal: SS）
・下りリンク参照信号（Downlink Reference Signal: DL RS）
【００５２】
　同期信号は、端末装置１が下りリンクの周波数領域および時間領域の同期をとるために
用いられる。ＴＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０、１、５
、６に配置される。ＦＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０と
５に配置される。
【００５３】
　下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンク物理チャネルの伝搬路補正を行なうた
めに用いられる。下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンクのチャネル状態情報を
算出するために用いられる。
【００５４】
　本実施形態において、以下の５つのタイプの下りリンク参照信号が用いられる。
・ＣＲＳ（Cell-specific Reference Signal）
・ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳ（UE-specific Reference Signal）
・ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
・ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Non-Zero Power Chanel State Information - Reference Sign
al）
・ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Zero Power Chanel State Information - Reference Signal）
・ＭＢＳＦＮ　ＲＳ（Multimedia Broadcast and Multicast Service over Single Frequ
ency Network Reference signal）
・ＰＲＳ（Positioning Reference Signal）
【００５５】
　下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理信号を総称して、下りリンク信号と称す
る。上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理信号を総称して、上りリンク信号と称
する。下りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理チャネルを総称して、物理チャネル
と称する。下りリンク物理信号および上りリンク物理信号を総称して、物理信号と称する
。
【００５６】
　ＢＣＨ、ＭＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである
。媒体アクセス制御（Medium Access Control: MAC）層で用いられるチャネルをトランス
ポートチャネルと称する。ＭＡＣ層で用いられるトランスポートチャネルの単位を、トラ
ンスポートブロック（transport block: TB）またはＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol Data Uni
t）とも称する。ＭＡＣ層においてトランスポートブロック毎にＨＡＲＱ（Hybrid Automa
tic Repeat reQuest）の制御が行なわれる。トランスポートブロックは、ＭＡＣ層が物理
層に渡す（deliver）データの単位である。物理層において、トランスポートブロックは
コードワードにマップされ、コードワード毎に符号化処理が行なわれる。
【００５７】
　本実施形態において、プライマリーセルおよびセカンダリーセルにおいてランダムアク
セス手順が実行されてもよい。ただし、時間領域における何れのポイントにおいても１つ
のランダムアクセス手順のみが実行される。すなわち、複数のランダムアクセス手順は同
時に実行されない。
【００５８】
　プライマリーセルにおいてＰＲＡＣＨが送信されてもよい。端末装置１は、プライマリ
ーセルにおけるランダムアクセス手順に関する情報（ＲＲＣメッセージ）を、基地局装置
３から受信する。プライマリーセルにおけるランダムアクセス手順に関する情報は、プラ
イマリーセルにおけるＰＲＡＣＨリソースのセットを示す情報を含む。
【００５９】
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　セカンダリーセルにおいてＰＲＡＣＨが送信されてもよい。端末装置１は、セカンダリ
ーセルにおけるランダムアクセス手順に関する情報（ＲＲＣメッセージ）を、基地局装置
３から受信する。セカンダリーセルにおけるランダムアクセス手順に関する情報は、セカ
ンダリーセルにおけるＰＲＡＣＨリソースのセットを示す情報を含む。
【００６０】
　本実施形態において、複数のサービングセルのグループをＰＵＣＣＨセルグループと称
する。あるサービングセルは、何れか１つのＰＵＣＣＨセルグループに属する。
【００６１】
　１つのＰＵＣＣＨセルグループは、１つ、または、複数のＰＵＣＣＨサービングセルを
含んでもよい。１つのＰＵＣＣＨセルグループは、１つのＰＵＣＣＨサービングセルのみ
を含んでもよい。１つのＰＵＣＣＨセルグループは、１つのＰＵＣＣＨサービングセル、
および、１つまたは複数の非ＰＵＣＣＨサービングセルを含んでもよい。
【００６２】
　プライマリーセルを含むＰＵＣＣＨセルグループを、プライマリーＰＵＣＣＨセルグル
ープと称する。プライマリーセルを含まないＰＵＣＣＨセルグループを、セカンダリーＰ
ＵＣＣＨセルグループと称する。すなわち、セカンダリーＰＵＣＣＨセルグループは、Ｐ
ＵＣＣＨセカンダリーセルを含む。
【００６３】
　ＰＵＣＣＨセルグループを識別するためのインデックス（セルグループインデックス）
が定義されてもよい。プライマリーＰＵＣＣＨセルグループに対するインデックスは常に
０である。セカンダリーＰＵＣＣＨセルグループに対するインデックスはネットワーク装
置（基地局装置３）によって設定されてもよい。
【００６４】
　ＰＵＣＣＨサービングセルのＰＵＣＣＨは、該ＰＵＣＣＨサービングセルが属するＰＵ
ＣＣＨセルグループに含まれるサービングセル（ＰＵＣＣＨサービングセル、非ＰＵＣＣ
Ｈサービングセル）に対する上りリンク制御情報（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、および／または、
ＣＳＩ）を送信するために用いられる。
【００６５】
　すなわち、ＰＵＣＣＨセルグループに含まれるサービングセル（ＰＵＣＣＨサービング
セル、非ＰＵＣＣＨサービングセル）に対する上りリンク制御情報（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、
および／または、ＣＳＩ）は、該ＰＵＣＣＨセルグループに含まれるＰＵＣＣＨサービン
グセルにおけるＰＵＣＣＨを用いて送信される。
【００６６】
　例えば、プライマリーＰＵＣＣＨセルグループに含まれるサービングセルに対する上り
リンク制御情報（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、および／または、ＣＳＩ）は、該プライマリーＰＵ
ＣＣＨセルグループに含まれるＰＵＣＣＨセカンダリーセルにおけるＰＵＣＣＨを用いて
送信されてもよい。
【００６７】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫに対するＰＵＣＣＨセルグループと、ＣＳＩに対するＰＵＣＣＨセル
グループは個別に定義されてもよい。ＨＡＲＱ－ＡＣＫに対するＰＵＣＣＨセルグループ
と、ＣＳＩに対するＰＵＣＣＨセルグループは共通であってもよい。
【００６８】
　スケジューリングリクエストは、複数のＰＵＣＣＨサービングセルのうち、１つのＰＵ
ＣＣＨサービングセルにおいて送信される。複数のＰＵＣＣＨサービングセルにおいて、
同時に複数のスケジューリングリクエストは送信されない。スケジューリングリクエスト
は、プライマリーセルにおけるＰＵＣＣＨを介して送信されてもよい。スケジューリング
リクエストは、スペシャルセカンダリーセルにおけるＰＵＣＣＨを介して送信されてもよ
い。
【００６９】
　複数のＰＵＣＣＨサービングセルのうち１つのＰＵＣＣＨサービングセルにおいて、ス
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ケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースが設定される。スケジューリング
リクエストのためのＰＵＣＣＨリソースにおいて、ＰＵＣＣＨフォーマット１が送信され
る。スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソース（ＰＵＣＣＨフォーマット
１）が含まれる上りリンクサブフレームをスケジューリングリクエスト送信のインスタン
ス（instance）と称する。スケジューリングリクエスト送信のインスタンス（instances
）は周期的な上りリンクサブフレームである。
【００７０】
　スケジューリングリクエスト送信のインスタンスは上位層によって設定される。基地局
装置３は、スケジューリングリクエスト送信のインスタンスを示す情報（ＲＲＣメッセー
ジ）を、端末装置１に送信する。スケジューリングリクエスト送信のインスタンスを示す
情報は、周期、および、オフセットを示す。基地局装置３は、スケジューリングリクエス
トのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されるサービングセルを示す情報を、端末装置１に
送信する。サブフレームを、ＴＴＩ（Transmission Time Interval）とも称する。
【００７１】
　図２は、本実施形態におけるＰＵＣＣＨセルグループの一例を示す図である。
【００７２】
　図２において、２００から２０７が付された四角のそれぞれは集約されるサービングセ
ルを示す。図２において、サービングセル２００はプライマリーセルであり、サービング
セル２０１から２０７はセカンダリーセルである。図２において、サービングセル２００
、２０２、２０４はＰＵＣＣＨサービングセルであり、サービングセル２０１、２０３、
２０５、２０６、２０７は非ＰＵＣＣＨサービングセルである。
【００７３】
　図２において、ＨＡＲＱ－ＡＣＫに対するＰＵＣＣＨセルグループは、プライマリーＰ
ＵＣＣＨセルグループ２１０およびセカンダリーＰＵＣＣＨセルグループ２２０を含む。
ＨＡＲＱ－ＡＣＫに対するプライマリーＰＵＣＣＨセルグループ２１０は、サービングセ
ル２００から２０３を含む。ＨＡＲＱ－ＡＣＫに対するプライマリーＰＵＣＣＨセルグル
ープ２１０に含まれるサービングセル２００から２０３に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、サ
ービングセル２００、２０２の何れか１つにおけるＰＵＣＣＨを用いて送信されてもよい
。
【００７４】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫに対するプライマリーＰＵＣＣＨセルグループ２２０は、サービング
セル２０４から２０７を含む。ＨＡＲＱ－ＡＣＫに対するプライマリーＰＵＣＣＨセルグ
ループ２２０に含まれるサービングセル２０４から２０７に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、
サービングセル２０４におけるＰＵＣＣＨを用いて送信されてもよい。
【００７５】
　図２において、ＣＳＩに対するＰＵＣＣＨセルグループは、１つのプライマリーＰＵＣ
ＣＨセルグループ２３０のみを含む。ＣＳＩに対するプライマリーＰＵＣＣＨセルグルー
プ２３０は、サービングセル２００から２０７を含む。ＣＳＩに対するプライマリーＰＵ
ＣＣＨセルグループ２３０に含まれるサービングセル２００から２０７に対するＣＳＩは
、サービングセル２００、２０２、２０４の何れか１つにおけるＰＵＣＣＨを用いて送信
されてもよい。
【００７６】
　図２において、ＳＲは、サービングセル２００、２０２、２０４の何れか１つにおける
ＰＵＣＣＨを用いて送信されてもよい。
【００７７】
　以下、スケジューリングリクエストに関する処理について説明する。
【００７８】
　スケジューリングリクエストがトリガーされる場合には、該スケジューリングリクエス
トがキャンセルされるまで、該スケジューリングリクエストはペンディングであるとみな
される。スケジューリングリクエストがトリガーされ、ペンディングしている他のスケジ
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ューリングリクエストがない場合には、端末装置１はカウンターSR_COUNTERを０にセット
する。
【００７９】
　図３は、本実施形態における、サブフレーム（ＴＴＩ）のそれぞれに対して実行される
スケジューリングリクエストに関する処理の一例を示す図である。図３の処理はＭＡＣ層
において実行される。端末装置１は、少なくとも１つのスケジューリングリクエストがペ
ンディングしている間、送信のために利用可能なＵＬ－ＳＣＨがないサブフレームのそれ
ぞれに対して図３における処理を実行する。尚、具体的な処理は、図３の処理に限られる
ものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲でステップの入れ替え／追加／除去等に
よって変更された処理も含まれる。また、図３の処理は、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能であり、開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても
本発明の技術的範囲に含まれる。
【００８０】
　ステップ３００において、端末装置１は条件３００に含まれる条件を満たすか否かを判
断する。ステップ３００において条件３００に含まれる条件を満たす場合、端末装置１は
ステップ３０２に進む。ステップ３００において条件３００に含まれる条件を満たさない
場合、端末装置１は、ステップ３０４に進む。条件３００は、端末装置１が何れのサブフ
レームにおいても設定されたスケジューリングリクエストのための有効なＰＵＣＣＨリソ
ースを持っていないという条件を少なくとも含む。すなわち、条件３００は、何れのサー
ビングセルにおいてもＰＵＣＣＨリソースが設定されていないという条件を少なくとも含
む。
【００８１】
　ステップＳ３０２において、端末装置１は処理３０２を実行し、ステップ３０４に進む
。処理３０２は、プライマリーセルにおけるランダムアクセスプロシージャを開始（init
iate）するという処理、および、全てのペンディングしているスケジューリングリクエス
トをキャンセルするという処理を少なくとも含む。
【００８２】
　ステップ３０４において、端末装置１は条件３０４に含まれる条件を満たすか否かを判
断する。ステップ３０４において条件３０４に含まれる条件を満たす場合、端末装置１は
ステップ３０６に進む。ステップ３０４において条件３０４に含まれる条件を満たさない
場合、端末装置１は、ステップ３０８に進む。条件３０４は、端末装置１がこのサブフレ
ームにおいて設定されたスケジューリングリクエストのための有効なＰＵＣＣＨリソース
を持っているという条件、および、該このサブフレームにおいてスケジューリングリクエ
ストのための有効なＰＵＣＣＨリソースが設定されたセカンダリーセルが非活性化されて
いるという条件を少なくとも含む。すなわち、条件３０４は、該このサブフレームにおい
て、スケジューリングリクエストのための有効なＰＵＣＣＨリソースがセカンダリーセル
において設定されているが、該セカンダリーセルが非活性化されているという条件を少な
くとも含む。
【００８３】
　ステップＳ３０６において、端末装置１は処理３０６を実行し、ステップ３０８に進む
。処理３０６は、プライマリーセルにおけるランダムアクセスプロシージャを開始（init
iate）するという処理を少なくとも含む。処理３０６は、さらに、全てのペンディングし
ているスケジューリングリクエストをキャンセルするという処理を含んでもよい。処理３
０６において、端末装置１はペンディングしているスケジューリングリクエストをキャン
セルしなくてもよい。これによって、スケジューリングリクエストのための有効なＰＵＣ
ＣＨリソースが設定されたセカンダリーセルが活性化された場合に、できるだけはやくス
ケジューリングリクエストの送信を行うことができる。
【００８４】
　ステップ３０８において、端末装置１は条件３０８に含まれる条件を満たすか否かを判
断する。ステップ３０８において条件３０８に含まれる条件を満たす場合、端末装置１は
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ステップ３１０に進む。ステップ３０８において条件３０８に含まれる条件を満たさない
場合、端末装置１はこのＴＴＩに対する処理を終了する。条件３０８は、このサブフレー
ムにおいて設定されたスケジューリングリクエストのための有効なＰＵＣＣＨリソースを
持っているという条件、このサブフレームが測定ギャップ（measurement gap）の一部で
はないという条件、および、タイマーsr-ProhibitTimerがランニングしていないという条
件を少なくとも含む。また、条件３０８は、このサブフレームにおいてスケジューリング
リクエストのための有効なＰＵＣＣＨリソースが設定されたサービングセル（プライマリ
ーセル、または、セカンダリーセル）が活性化されているという条件を含んでもよい。す
なわち、条件３０８は、該このサブフレームにおいて、スケジューリングリクエストのた
めの有効なＰＵＣＣＨリソースがサービングセルにおいて設定されており、該サービング
セルが活性化されているという条件を少なくとも含む。
【００８５】
　ステップ３１０において、端末装置１は条件３１０に含まれる条件を満たすか否かを判
断する。ステップ３１０において条件３１０に含まれる何れの条件も満たさない場合、端
末装置１はこのＴＴＩに対する処理を終了する。条件３１０は、条件３１０２、条件３１
０４、および、条件３１０６を含む。
【００８６】
　ステップ３１０において条件３１０２に含まれる条件を満たす場合、端末装置１はステ
ップ３１２に進む。条件３１０２は、カウンターSR_COUNTERの値が所定の値dsr-TransMax
よりも小さいという条件を少なくとも含む。
【００８７】
　ステップＳ３１２において、端末装置１は処理３１２を実行する。処理３１２は、カウ
ンターSR_COUNTERの値を１つインクリメントする処理、ＰＵＣＣＨを用いてスケジューリ
ングリクエストをシグナル（signal）するよう物理層に通知／指示をする処理、および、
タイマーsr-ProhibitTimerをスタートする処理を少なくとも含む。
【００８８】
　所定の値dsr-TransMaxは、基地局装置３によって制御されてもよい。基地局装置３は、
所定の値dsr-TransMaxを示す情報を、端末装置１に送信してもよい。所定の値dsr-TransM
axのデフォルト値は、予め定義されてもよい。
【００８９】
　ステップ３１０において条件３１０４に含まれる条件を満たす場合、端末装置１はステ
ップ３１４に進む。条件３１０４は、カウンターSR_COUNTERの値が所定の値dsr-TransMax
と同じ、または、所定の値dsr-TransMaxより大きいという条件、および、スケジューリン
グリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースがプライマリーセルにおいて設定されるという
条件を少なくとも含む。
【００９０】
　ステップＳ３１４において、端末装置１は処理３１４を実行する。処理３１４は、全て
のサービングセルに対するＰＵＣＣＨ／ＳＲＳをリリースするようＲＲＣに通知／指示す
る処理、設定された下りリンクアサインメントおよび設定された上りリンクアサインメン
トをクリア（clear）する処理、プライマリーセルにおいてランダムアクセス手順を開始
する処理、および、全てのペンディングしているスケジューリングリクエストをキャンセ
ルする処理を少なくとも含む。ここで、全てのサービングセルに対するＰＵＣＣＨは、Ｃ
ＳＩに対するＰＵＣＣＨ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫに対するＰＵＣＣＨ、および／または、スケ
ジューリングリクエストに対するＰＵＣＣＨを含んでもよい。ここで、上りリンクアサイ
ンメントは、準静的に設定されている。
【００９１】
　ステップ３１０において条件３１０６に含まれる条件を満たす場合、端末装置１はステ
ップ３１６に進む。条件３１０６は、カウンターSR_COUNTERの値が所定の値dsr-TransMax
と同じ、または、所定の値dsr-TransMaxより大きいという条件、および、スケジューリン
グリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースがセカンダリーセルにおいて設定されるという
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条件を少なくとも含む。
【００９２】
　ステップＳ３１６において、端末装置１は処理３１６を実行する。処理３１６は、スケ
ジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されているセカンダリーセル
に対するＰＵＣＣＨ／ＳＲＳをリリースするようＲＲＣに通知／指示する処理、プライマ
リーセルにおいてランダムアクセス手順を開始する処理、および、全てのペンディングし
ているスケジューリングリクエストをキャンセルする処理を少なくとも含む。処理３１６
において、設定された下りリンクアサインメントおよび設定された上りリンクアサインメ
ントをクリア（clear）されなくてもよい。すなわち、処理３１６において、スケジュー
リングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されているセカンダリーセル以外の
全てのサービングセルに対するＰＵＣＣＨ／ＳＲＳをリリースするようＲＲＣに通知／指
示しなくてもよい。ここで、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースが
設定されているセカンダリーセルに対するＰＵＣＣＨは、ＣＳＩに対するＰＵＣＣＨ、Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫに対するＰＵＣＣＨ、および／または、スケジューリングリクエストに対
するＰＵＣＣＨを含んでもよい。ここで、上りリンクアサインメントは、準静的に設定さ
れている。
【００９３】
　ＲＲＣ層は、ＭＡＣ層からの通知／指示に基づいて、全て、または、一部のサービング
セルに対するＰＵＣＣＨ／ＳＲＳをリリースする。すなわち、ＲＲＣは、ＭＡＣ層からの
指示に基づいて、全て、または、一部のサービングセルに対するＰＵＣＣＨ／ＳＲＳのリ
ソースをリリースする。
【００９４】
　物理層は、ＭＡＣ層からの通知／指示に基づいて、ＰＵＣＣＨを用いてスケジューリン
グリクエストをシグナルする。
【００９５】
　正のスケジューリングリクエストのみが送信される場合、端末装置１はスケジューリン
グリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースおよびＰＵＣＣＨフォーマット１を用いて正の
スケジューリングリクエストを送信する。
【００９６】
　ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂ（ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ、または、ＰＵＣＣ
Ｈフォーマット１ｂ）の送信が行われるサブフレームにおいてＳＲの送信が発生する場合
、スケジューリングリクエストが負のスケジューリングリクエストであるならば、端末装
置１は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのＰＵＣＣＨリソースを用いてＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信
する。
【００９７】
　ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂの送信が行われるサブフレームにおいてＳＲの送信
が発生する場合、スケジューリングリクエストが正のスケジューリングリクエストであり
、且つ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫとＳＲが異なるサービングセルにおいて送信されるならば、端
末装置１は、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースおよびＰＵＣＣＨ
フォーマット１を用いて正のスケジューリングリクエストを送信し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの
ためのＰＵＣＣＨリソースを用いてＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信してもよい。
【００９８】
　ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂの送信が行われるサブフレームにおいてＳＲの送信
が発生する場合、スケジューリングリクエストが正のスケジューリングリクエストであり
、且つ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫとＳＲが異なるサービングセルにおいて送信されるならば、端
末装置１は、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースおよびＰＵＣＣＨ
フォーマット１を用いて正のスケジューリングリクエストを送信し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの
送信をドロップしてもよい。
【００９９】
　ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂの送信が行われるサブフレームにおいてＳＲの送信
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が発生する場合、スケジューリングリクエストが正のスケジューリングリクエストであり
、且つ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫとＳＲが異なるサービングセルにおいて送信されるならば、端
末装置１は、正のスケジューリングリクエストの送信をドロップし、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの
ためのＰＵＣＣＨリソースを用いてＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信してもよい。
【０１００】
　ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ／１ｂの送信が行われるサブフレームにおいてＳＲの送信
が発生する場合、スケジューリングリクエストが正のスケジューリングリクエストであり
、且つ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫとＳＲの両方が同じサービングセルにおいて送信されるならば
、端末装置１は、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースを用いてＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫを送信してもよい。
【０１０１】
　チャネルセレクションをともなうＰＵＣＣＨフォーマット１ｂの送信が行われるサブフ
レームにおいてＳＲの送信が発生する場合、スケジューリングリクエストが負のスケジュ
ーリングリクエストであるならば、端末装置１は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのＰＵＣＣＨ
リソースを用いてＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する。
【０１０２】
　チャネルセレクションをともなうＰＵＣＣＨフォーマット１ｂの送信が行われるサブフ
レームにおいてＳＲの送信が発生する場合、スケジューリングリクエストが正のスケジュ
ーリングリクエストであり、且つ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫとＳＲが異なるサービングセルにお
いて送信されるならば、端末装置１は、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨ
リソースおよびＰＵＣＣＨフォーマット１を用いて正のスケジューリングリクエストを送
信し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのＰＵＣＣＨリソースを用いてＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信し
てもよい。
【０１０３】
　チャネルセレクションをともなうＰＵＣＣＨフォーマット１ｂの送信が行われるサブフ
レームにおいてＳＲの送信が発生する場合、スケジューリングリクエストが正のスケジュ
ーリングリクエストであり、且つ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫとＳＲが異なるサービングセルにお
いて送信されるならば、端末装置１は、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨ
リソースおよびＰＵＣＣＨフォーマット１を用いて正のスケジューリングリクエストを送
信し、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信をドロップしてもよい。
【０１０４】
　チャネルセレクションをともなうＰＵＣＣＨフォーマット１ｂの送信が行われるサブフ
レームにおいてＳＲの送信が発生する場合、スケジューリングリクエストが正のスケジュ
ーリングリクエストであり、且つ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫとＳＲが異なるサービングセルにお
いて送信されるならば、端末装置１は、正のスケジューリングリクエストの送信をドロッ
プし、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのＰＵＣＣＨリソースを用いてＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信し
てもよい。
【０１０５】
　チャネルセレクションをともなうＰＵＣＣＨフォーマット１ｂの送信が行われるサブフ
レームにおいてＳＲの送信が発生する場合、スケジューリングリクエストが正のスケジュ
ーリングリクエストであり、且つ、ＨＡＲＱ－ＡＣＫとＳＲの両方が同じサービングセル
において送信されるならば、端末装置１は、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣ
ＣＨリソースを用いてサービングセル毎に１ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫ（１ビットの情報
ビットを用いて示されるＨＡＲＱ－ＡＣＫ、1-bit HARQ-ACK）を送信してもよい。すなわ
ち、例えば、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースを用いて２ビット
（b(0) , b(1)）の情報ビットが送信される場合に、２ビット（b(0) , b(1)）の情報ビッ
トのそれぞれが、１つのサービングセルに対応する。
【０１０６】
　ここで、１つのトランスポートブロック、または、１つの下りリンクＳＰＳ（Semi Per
sistent Scheduling）リリースを指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨのみが、サービング
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セルにおいて検出される場合、該サービングセルに対する１ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫは
、該１つのトランスポートブロック、または、該１つの下りリンクＳＰＳリリースを指示
するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫのビットである。ここで、２
つのトランスポートブロックが、サービングセルにおいて受信された場合、該サービング
セルに対する１ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫは、該２つのトランスポートブロックに対応す
る２つのＨＡＲＱ－ＡＣＫビットを空間的にバンドリングすることによって生成される。
バンドリングは、論理和演算によって実行される。ここで、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ応答が提供
されるＰＤＳＣＨ送信および下りリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣ
ＣＨの何れも、該サービングセルに対して検出されない場合、該サービングセルに対する
ＨＡＲＱ－ＡＣＫのビットはＮＡＣＫにセットされる。
【０１０７】
　端末装置１に対して２つのＰＵＣＣＨセルグループが設定されており、２つのＰＵＣＣ
Ｈセルグループのそれぞれに対してチャネルセレクションをともなうＰＵＣＣＨフォーマ
ット１ｂが設定されており、チャネルセレクションをともなうＰＵＣＣＨフォーマット１
ｂの送信が行われるサブフレームにおいてＳＲの送信が発生する場合、スケジューリング
リクエストが正のスケジューリングリクエストであるならば、端末装置１は、スケジュー
リングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースを用いてＰＵＣＣＨセルグループ毎に１ビ
ットのＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信してもよい。すなわち、例えば、スケジューリングリクエ
ストのためのＰＵＣＣＨリソースを用いて２ビット（b(0) , b(1)）の情報ビットが送信
される場合に、２ビット（b(0) , b(1)）の情報ビットのそれぞれが、１つのＰＵＣＣＨ
セルグループに対応する。
【０１０８】
　ＭＡＣ層からＰＵＣＣＨを用いてスケジューリングリクエストをシグナルするよう指示
されたスケジューリングリクエスト送信インスタンスであって、ＰＵＳＣＨを伴わないス
ケジューリングリクエスト送信インスタンスにおいて、スケジューリングリクエストのた
めのＰＵＣＣＨリソースが設定されたＰＵＣＣＨサービングセルにおけるＰＵＣＣＨフォ
ーマット３を用いたＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信が発生する場合、スケジューリングリクエス
トのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されたＰＵＣＣＨサービングセルにおける、ＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫのためのＰＵＣＣＨリソースおよびＰＵＣＣＨフォーマット３を用いてＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫとスケジューリングリクエストとが、ともに送信される。
【０１０９】
　ＭＡＣ層からＰＵＣＣＨを用いてスケジューリングリクエストをシグナルするよう指示
されたスケジューリングリクエスト送信インスタンスであって、ＰＵＳＣＨを伴わないス
ケジューリングリクエスト送信インスタンスにおいて、スケジューリングリクエストのた
めのＰＵＣＣＨリソースが設定されたＰＵＣＣＨサービングセル以外のＰＵＣＣＨサービ
ングセルにおけるＰＵＣＣＨフォーマット３を用いたＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信が発生する
場合、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されたＰＵＣＣＨ
サービングセル以外のＰＵＣＣＨサービングセルにおける、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのＰ
ＵＣＣＨリソースおよびＰＵＣＣＨフォーマット３を用いたＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信と、
スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されたＰＵＣＣＨサービ
ングセルにおける、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースおよびＰＵ
ＣＣＨフォーマット１を用いた正のスケジューリングリクエストの送信を同時に行っても
よい。
【０１１０】
　ＭＡＣ層からＰＵＣＣＨを用いてスケジューリングリクエストをシグナルするよう指示
されたスケジューリングリクエスト送信インスタンスであって、ＰＵＳＣＨを伴わないス
ケジューリングリクエスト送信インスタンスにおいて、スケジューリングリクエストのた
めのＰＵＣＣＨリソースが設定されたＰＵＣＣＨサービングセル以外のＰＵＣＣＨサービ
ングセルにおけるＰＵＣＣＨフォーマット３を用いたＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信が発生する
場合、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されたＰＵＣＣＨ
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サービングセル以外のＰＵＣＣＨサービングセルにおける、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのＰ
ＵＣＣＨリソースおよびＰＵＣＣＨフォーマット３を用いたＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信を行
い、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されたＰＵＣＣＨサ
ービングセルにおける、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースおよび
ＰＵＣＣＨフォーマット１を用いた正のスケジューリングリクエストの送信をドロップし
てもよい。
【０１１１】
　ＭＡＣ層からＰＵＣＣＨを用いてスケジューリングリクエストをシグナルするよう指示
されたスケジューリングリクエスト送信インスタンスであって、ＰＵＳＣＨを伴わないス
ケジューリングリクエスト送信インスタンスにおいて、スケジューリングリクエストのた
めのＰＵＣＣＨリソースが設定されたＰＵＣＣＨサービングセル以外のＰＵＣＣＨサービ
ングセルにおける、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのＰＵＣＣＨリソースおよびＰＵＣＣＨフォ
ーマット３を用いたＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信が発生する場合、スケジューリングリクエス
トのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されたＰＵＣＣＨサービングセル以外のＰＵＣＣＨ
サービングセルにおけるＰＵＣＣＨフォーマット３を用いたＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信をド
ロップし、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されたＰＵＣ
ＣＨサービングセルにおける、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソース
およびＰＵＣＣＨフォーマット１を用いた正のスケジューリングリクエストの送信を行っ
てもよい。
【０１１２】
　ＭＡＣ層からＰＵＣＣＨを用いてスケジューリングリクエストをシグナルするよう指示
されたスケジューリングリクエスト送信インスタンスであって、ＰＵＳＣＨを伴わないス
ケジューリングリクエスト送信インスタンスにおいて、スケジューリングリクエストのた
めのＰＵＣＣＨリソースが設定されたＰＵＣＣＨサービングセル以外のＰＵＣＣＨサービ
ングセルにおけるＰＵＣＣＨフォーマット３を用いたＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信が発生する
場合、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されたＰＵＣＣＨ
サービングセル以外のＰＵＣＣＨサービングセルにおける、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのＰ
ＵＣＣＨリソースおよびＰＵＣＣＨフォーマット３を用いてＨＡＲＱ－ＡＣＫとスケジュ
ーリングリクエストとが、ともに送信される。
【０１１３】
　以下、本実施形態におけるサービングセルの活性化（activation）および非活性化（de
activation）について説明する。
【０１１４】
　プライマリーセルは常に活性化されている。ネットワーク（基地局装置３）は、活性化
／非活性化ＭＡＣ（Medium Access Control）ＣＥ（Control Element）を送ることによっ
て、設定されたセカンダリーセルを活性化および非活性化することができる。端末装置１
は、設定されたサービングセルの活性化を指示する活性化／非活性化ＭＡＣ　ＣＥの受信
に基づいて、該設定されたセカンダリーセルを活性化する。端末装置１は、設定されたサ
ービングセルの非活性化を指示する活性化／非活性化ＭＡＣ　ＣＥの受信に基づいて、該
設定されたセカンダリーセルを非活性化する。端末装置１は、設定されたセカンダリーセ
ル毎にsCellDeactivationTimerを保持しており、sCellDeactivationTimerが満了した場合
には関連するセカンダリーセルを非活性化する。
【０１１５】
　端末装置１は、活性化されているセカンダリーセルに対して、（１）該活性化されてい
るセカンダリーセルにおけるＰＤＣＣＨのモニタリング、（２）該活性化されているセカ
ンダリーセルに対するＰＤＣＣＨのモニタリング、（３）該非活性化されているセカンダ
リーセルにおけるＳＲＳの送信、（４）該非活性化されているセカンダリーセルに対する
ＣＳＩの報告を含む通常のセカンダリーセルオペレーションを適用する。
【０１１６】
　端末装置１は、セカンダリーセルが非活性化されている場合、（１）該非活性化されて
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いるセカンダリーセルにおいてＰＤＣＣＨをモニタせず、（２）該非活性化されているセ
カンダリーセルに対するＰＤＣＣＨをモニタせず、（３）該非活性化されているセカンダ
リーセルにおいてＳＲＳを送信せず、（４）該非活性化されているセカンダリーセルに対
するＣＳＩを報告せず、（５）該非活性化されているセカンダリーセルにおいてＵＬ－Ｓ
ＣＨを送信せず、（６）該非活性化されているセカンダリーセルにおいてＰＲＡＣＨを送
信せず、（７）該非活性化されているセカンダリーセルにおいてスケジューリングリクエ
ストを送信しない。
【０１１７】
　スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されるＰＵＣＣＨセカ
ンダリーセルは、常に活性化されていてもよい。すなわち、活性化／非活性化ＭＡＣ　Ｃ
Ｅ、および、sCellDeactivationTimerは、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣ
Ｈリソースが設定されるＰＵＣＣＨセカンダリーセルに対して適用されなくてもよい。活
性化／非活性化ＭＡＣ　ＣＥ、および、sCellDeactivationTimerは、スケジューリングリ
クエストのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されないＰＵＣＣＨセカンダリーセルに対し
て適用される。
【０１１８】
　すなわち、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルにおいてスケジューリングリクエストのための
ＰＵＣＣＨリソースが設定されている場合には、活性化／非活性化ＭＡＣ　ＣＥ、および
、sCellDeactivationTimerは、該ＰＵＣＣＨセカンダリーセルに対して適用されなくても
よい。ＰＵＣＣＨセカンダリーセルにおいてスケジューリングリクエストのためのＰＵＣ
ＣＨリソースが設定されておらず、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはＣＳＩのためのＰＵ
ＣＣＨリソースが設定されている場合には、活性化／非活性化ＭＡＣ　ＣＥ、および、sC
ellDeactivationTimerは、該ＰＵＣＣＨセカンダリーセルに対して適用されてもよい。
【０１１９】
　すなわち、セカンダリーセルにおいてスケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨ
リソースが設定されている場合には、活性化／非活性化ＭＡＣ　ＣＥ、および、sCellDea
ctivationTimerは、該セカンダリーセルに対して適用されなくてもよい。セカンダリーセ
ルにおいてスケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されていない
場合には、活性化／非活性化ＭＡＣ　ＣＥ、および、sCellDeactivationTimerは、該セカ
ンダリーセルに対して適用されてもよい。
【０１２０】
　また、スケジューリングリクエスト、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、および／または、ＣＳＩのた
めのＰＵＣＣＨリソースが設定されるセカンダリーセルは、常に活性化されていてもよい
。
【０１２１】
　すなわち、セカンダリーセルにおいてスケジューリングリクエスト、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ
、および／または、ＣＳＩのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されている場合には、活性
化／非活性化ＭＡＣ　ＣＥ、および、sCellDeactivationTimerは、該セカンダリーセルに
対して適用されなくてもよい。セカンダリーセルにおいてスケジューリングリクエスト、
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、および、ＣＳＩのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されていない場合
には、活性化／非活性化ＭＡＣ　ＣＥ、および、sCellDeactivationTimerは、該セカンダ
リーセルに対して適用されてもよい。
【０１２２】
　また、スケジューリングリクエストのためのＰＵＣＣＨリソースが設定されるＰＵＣＣ
Ｈセカンダリーセルは、活性化／非活性化ＭＡＣ　ＣＥ、および、sCellDeactivationTim
erに基づいて非活性化されてもよい。
【０１２３】
　以下、本実施形態における装置の構成について説明する。
【０１２４】
　図４は、本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するように
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、端末装置１は、無線送受信部１０、および、上位層処理部１４を含んで構成される。無
線送受信部１０は、アンテナ部１１、ＲＦ（Radio Frequency）部１２、および、ベース
バンド部１３を含んで構成される。上位層処理部１４は、媒体アクセス制御層処理部１５
、および、無線リソース制御層処理部１６を含んで構成される。無線送受信部１０を送信
部、受信部、または、物理層処理部とも称する。
【０１２５】
　上位層処理部１４は、ユーザの操作等により生成された上りリンクデータ（トランスポ
ートブロック）を、無線送受信部１０に出力する。上位層処理部１４は、媒体アクセス制
御（MAC: Medium Access Control）層、パケットデータ統合プロトコル（Packet Data Co
nvergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control: RLC）層、無線
リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層の処理を行なう。
【０１２６】
　上位層処理部１４が備える媒体アクセス制御層処理部１５は、媒体アクセス制御層の処
理を行う。媒体アクセス制御層処理部１５は、無線リソース制御層処理部１６によって管
理されている各種設定情報／パラメータに基づいて、スケジューリングリクエストの伝送
の制御を行う。
【０１２７】
　上位層処理部１４が備える無線リソース制御層処理部１６は、無線リソース制御層の処
理を行う。無線リソース制御層処理部１６は、自装置の各種設定情報／パラメータの管理
をする。無線リソース制御層処理部１６は、基地局装置３から受信した上位層の信号に基
づいて各種設定情報／パラメータをセットする。すなわち、無線リソース制御層処理部１
６は、基地局装置３から受信した各種設定情報／パラメータを示す情報に基づいて各種設
定情報／パラメータをセットする。
【０１２８】
　無線送受信部１０は、変調、復調、符号化、復号化などの物理層の処理を行う。無線送
受信部１０は、基地局装置３から受信した信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部１４に出力する。無線送受信部１０は、データを変調、符号化することによ
って送信信号を生成し、基地局装置３に送信する。
【０１２９】
　ＲＦ部１２は、アンテナ部１１を介して受信した信号を、直交復調によりベースバンド
信号に変換し（ダウンコンバート: down covert）、不要な周波数成分を除去する。ＲＦ
部１２は、処理をしたアナログ信号をベースバンド部に出力する。
【０１３０】
　ベースバンド部１３は、ＲＦ部１２から入力されたアナログ信号を、アナログ信号をデ
ィジタル信号に変換する。ベースバンド部１３は、変換したディジタル信号からＣＰ（Cy
clic Prefix）に相当する部分を除去し、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリエ変換
（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数領域の信号を抽出する。
【０１３１】
　ベースバンド部１３は、データを逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier Transfo
rm: IFFT）して、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを生成し、生成されたＳＣ－ＦＤＭＡシンボル
にＣＰを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディジタル信
号をアナログ信号に変換する。ベースバンド部１３は、変換したアナログ信号をＲＦ部１
２に出力する。
【０１３２】
　ＲＦ部１２は、ローパスフィルタを用いてベースバンド部１３から入力されたアナログ
信号から余分な周波数成分を除去し、アナログ信号を搬送波周波数にアップコンバート（
up convert）し、アンテナ部１１を介して送信する。また、ＲＦ部１２は、電力を増幅す
る。また、ＲＦ部１２は送信電力を制御する機能を備えてもよい。ＲＦ部１２を送信電力
制御部とも称する。
【０１３３】
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　図５は、本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示するよう
に、基地局装置３は、無線送受信部３０、および、上位層処理部３４を含んで構成される
。無線送受信部３０は、アンテナ部３１、ＲＦ部３２、および、ベースバンド部３３を含
んで構成される。上位層処理部３４は、媒体アクセス制御層処理部３５、および、無線リ
ソース制御層処理部３６を含んで構成される。無線送受信部３０を送信部、受信部、また
は、物理層処理部とも称する。
【０１３４】
　上位層処理部３４は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケット
データ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御
（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層
の処理を行なう。
【０１３５】
　上位層処理部３４が備える媒体アクセス制御層処理部３５は、媒体アクセス制御層の処
理を行う。媒体アクセス制御層処理部３５は、無線リソース制御層処理部３６によって管
理されている各種設定情報／パラメータに基づいて、スケジューリングリクエストに関す
る処理を行う。
【０１３６】
　上位層処理部３４が備える無線リソース制御層処理部３６は、無線リソース制御層の処
理を行う。無線リソース制御層処理部３６は、物理下りリンク共用チャネルに配置される
下りリンクデータ（トランスポートブロック）、システムインフォメーション、ＲＲＣメ
ッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）などを生成し、又は上位ノードから取得し
、無線送受信部３０に出力する。また、無線リソース制御層処理部３６は、端末装置１各
々の各種設定情報／パラメータの管理をする。無線リソース制御層処理部３６は、上位層
の信号を介して端末装置１各々に対して各種設定情報／パラメータをセットしてもよい。
すなわち、無線リソース制御層処理部３６は、各種設定情報／パラメータを示す情報を送
信／報知する。
【０１３７】
　無線送受信部３０の機能は、無線送受信部１０と同様であるため説明を省略する。
【０１３８】
　（１）本実施形態の端末装置は、１つのプライマリーセルを含む２つのサービングセル
を用いて基地局装置と通信する端末装置であって、プライマリーセルにおけるランダムア
クセス手順に関するパラメータを示す情報、前記プライマリーセル以外のサービングセル
におけるランダムアクセス手順に関するパラメータを示す情報、および、前記プライマリ
ーセル以外のサービングセルにおける、スケジューリングリクエストのための物理上りリ
ンク制御チャネルのリソースを示す情報を受信する受信部と、前記プライマリーセル以外
のサービングセルにおいて、前記物理上りリンク制御チャネルを介して、初期送信のため
のＵＬ－ＳＣＨ（uplink shared channel）リソースを要求するために用いられるスケジ
ューリングリクエストを送信する送信部と、あるＴＴＩ（Transmission Time Interval）
において少なくとも１つのスケジューリングリクエストがペンディングされており、前記
あるＴＴＩにおいて送信のために利用可能なＵＬ－ＳＣＨリソースがなく、前記端末装置
が前記あるＴＴＩに対して設定されるスケジューリングリクエストのための有効な物理上
りリンク制御チャネルのリソースを持っているという条件を少なくとも含む条件を満たす
第１の場合に、カウンターの値が所定の値より小さいならば、前記カウンターの値を１つ
インクリメントし、前記プライマリーセル以外のサービングセルにおける前記物理上りリ
ンク制御チャネルを介して前記スケジューリングリクエストを送信するよう前記送信部に
指示し、前記第１の場合に、前記カウンターの値が前記所定の値と同じ、または、前記所
定の値より大きいならば、前記プライマリーセルにおけるランダムアクセス手順を開始し
、前記プライマリーセル以外のサービングセルにおける前記スケジューリングリクエスト
のための前記物理上りリンク制御チャネルのリソースをリリースし、全てのペンディング
しているスケジューリングリクエストをキャンセルするＭＡＣ層処理部と、を備えてもよ
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い。
【０１３９】
　（２）本実施形態の端末装置は、１つのプライマリーセルを含む２つのサービングセル
を用いて基地局装置と通信する端末装置であって、プライマリーセルにおけるランダムア
クセス手順に関するパラメータを示す情報、前記プライマリーセル以外のサービングセル
におけるランダムアクセス手順に関するパラメータを示す情報、および、前記プライマリ
ーセル以外のサービングセルにおける、スケジューリングリクエストのための物理上りリ
ンク制御チャネルのリソースを示す情報を受信する受信部と、前記プライマリーセル以外
のサービングセルにおいて、前記物理上りリンク制御チャネルを介して、初期送信のため
のＵＬ－ＳＣＨ（uplink shared channel）リソースを要求するために用いられるスケジ
ューリングリクエストを送信する送信部と、あるＴＴＩ（Transmission Time Interval）
において少なくとも１つのスケジューリングリクエストがペンディングされており、前記
あるＴＴＩにおいて送信のために利用可能なＵＬ－ＳＣＨリソースがなく、前記端末装置
が前記あるＴＴＩに対して設定されるスケジューリングリクエストのための有効な物理上
りリンク制御チャネルのリソースを持っており、前記プライマリーセル以外のサービング
セルがデアクティベートされているという条件を少なくとも含む条件を満たす第１の場合
に、前記プライマリーセルにおけるランダムアクセス手順を開始し、全てのペンディング
しているスケジューリングリクエストをキャンセルするＭＡＣ層処理部と、を備えてもよ
い。
【０１４０】
　（３）本実施形態の端末装置は、１つのプライマリーセルを含む２つのサービングセル
を用いて基地局装置と通信する端末装置であって、前記プライマリーセル、または、前記
プライマリーセル以外のサービングセルにおいて、前記物理上りリンク制御チャネルを介
して、初期送信のためのＵＬ－ＳＣＨ（uplink shared channel）リソースを要求するた
めに用いられるスケジューリングリクエストを送信する送信部と、あるＴＴＩ（Transmis
sion Time Interval）において少なくとも１つのスケジューリングリクエストがペンディ
ングされており、前記あるＴＴＩにおいて送信のために利用可能なＵＬ－ＳＣＨリソース
がなく、前記端末装置が前記あるＴＴＩに対して前記プライマリーセル、または、前記プ
ライマリーセル以外のサービングセルにおいて設定されるスケジューリングリクエストの
ための有効な物理上りリンク制御チャネルリソースを持っているという条件を少なくとも
含む条件を満たす場合に、カウンターの値が所定の値より小さいならば、前記カウンター
の値を１つインクリメントし、前記プライマリーセル、または、前記プライマリーセル以
外のサービングセルにおける前記物理上りリンク制御チャネルを介して前記スケジューリ
ングリクエストを送信するよう前記送信部に指示し、あるＴＴＩにおいて少なくとも１つ
のスケジューリングリクエストがペンディングされており、前記あるＴＴＩにおいて送信
のために利用可能なＵＬ－ＳＣＨリソースがなく、前記端末装置が前記あるＴＴＩに対し
て前記プライマリーセルにおいて設定されるスケジューリングリクエストのための有効な
物理上りリンク制御チャネルリソースを持っているという条件を少なくとも含む条件を満
たす場合に、前記カウンターの値が前記所定の値と同じ、または、前記所定の値より大き
いならば、全てのサービングセルのための物理上りリンク制御チャネルをリリースするよ
う、ＲＲＣに指示し、あるＴＴＩにおいて少なくとも１つのスケジューリングリクエスト
がペンディングされており、前記あるＴＴＩにおいて送信のために利用可能なＵＬ－ＳＣ
Ｈリソースがなく、前記端末装置が前記あるＴＴＩに対して前記プライマリーセル以外の
サービングセルにおいて設定されるスケジューリングリクエストのための有効な物理上り
リンク制御チャネルリソースを持っているという条件を少なくとも含む条件を満たす場合
に、前記カウンターの値が前記所定の値と同じ、または、前記所定の値より大きいならば
、前記プライマリーセル以外のサービングセルのための物理上りリンク制御チャネルをリ
リースするよう、ＲＲＣに指示するＭＡＣ層処理部と、を備えてもよい。
【０１４１】
　（４）本実施形態の端末装置が備えるＭＡＣ層処理部は、あるＴＴＩにおいて少なくと
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も１つのスケジューリングリクエストがペンディングされており、前記あるＴＴＩにおい
て送信のために利用可能なＵＬ－ＳＣＨリソースがなく、前記端末装置が前記あるＴＴＩ
に対して前記プライマリーセル以外のサービングセルにおいて設定されるスケジューリン
グリクエストのための有効な物理上りリンク制御チャネルリソースを持っているという条
件を少なくとも含む条件を満たす場合に、前記カウンターの値が前記所定の値と同じ、ま
たは、前記所定の値より大きいならば、前記プライマリーセルのための物理上りリンク制
御チャネルをリリースしなくてもよい。
【０１４２】
　（５）本実施形態の端末装置は、１つのプライマリーセルを含む２つのサービングセル
を用いて基地局装置と通信する端末装置であって、前記プライマリーセル、または、前記
プライマリーセル以外のサービングセルにおいて、前記物理上りリンク制御チャネルを介
して、初期送信のためのＵＬ－ＳＣＨ（uplink shared channel）リソースを要求するた
めに用いられるスケジューリングリクエストを送信する送信部と、あるＴＴＩ（Transmis
sion Time Interval）において少なくとも１つのスケジューリングリクエストがペンディ
ングされており、前記あるＴＴＩにおいて送信のために利用可能なＵＬ－ＳＣＨリソース
がなく、前記端末装置が前記あるＴＴＩに対して前記プライマリーセル、または、前記プ
ライマリーセル以外のサービングセルにおいて設定されるスケジューリングリクエストの
ための有効な物理上りリンク制御チャネルリソースを持っているという条件を少なくとも
含む条件を満たす場合に、カウンターの値が所定の値より小さいならば、前記カウンター
の値を１つインクリメントし、前記プライマリーセル、または、前記プライマリーセル以
外のサービングセルにおける前記物理上りリンク制御チャネルを介して前記スケジューリ
ングリクエストを送信するよう前記送信部に指示し、あるＴＴＩにおいて少なくとも１つ
のスケジューリングリクエストがペンディングされており、前記あるＴＴＩにおいて送信
のために利用可能なＵＬ－ＳＣＨリソースがなく、前記端末装置が前記あるＴＴＩに対し
て前記プライマリーセルにおいて設定されるスケジューリングリクエストのための有効な
物理上りリンク制御チャネルリソースを持っているという条件を少なくとも含む条件を満
たす場合に、前記カウンターの値が前記所定の値と同じ、または、前記所定の値より大き
いならば、全てのサービングセルのための物理上りリンク制御チャネルをリリースするよ
う、ＲＲＣに指示し、あるＴＴＩにおいて少なくとも１つのスケジューリングリクエスト
がペンディングされており、前記あるＴＴＩにおいて送信のために利用可能なＵＬ－ＳＣ
Ｈリソースがなく、前記端末装置が前記あるＴＴＩに対して前記プライマリーセル以外の
サービングセルにおいて設定されるスケジューリングリクエストのための有効な物理上り
リンク制御チャネルリソースを持っているという条件を少なくとも含む条件を満たす場合
に、前記カウンターの値が前記所定の値と同じ、または、前記所定の値より大きいならば
、前記プライマリーセル以外のサービングセルのための物理上りリンク制御チャネルをリ
リースするよう、ＲＲＣに指示するＭＡＣ層処理部と、を備えてもよい。
【０１４３】
　（６）本実施形態の端末装置は、１つのプライマリーセルを含む２つのサービングセル
を用いて基地局装置と通信する端末装置であって、前記プライマリーセル、または、前記
プライマリーセル以外のサービングセルにおいて、前記物理上りリンク制御チャネルを介
して、初期送信のためのＵＬ－ＳＣＨ（uplink shared channel）リソースを要求するた
めに用いられるスケジューリングリクエストを送信する送信部と、あるＴＴＩ（Transmis
sion Time Interval）において少なくとも１つのスケジューリングリクエストがペンディ
ングされており、前記あるＴＴＩにおいて送信のために利用可能なＵＬ－ＳＣＨリソース
がなく、前記端末装置が前記あるＴＴＩに対して前記プライマリーセル、または、前記プ
ライマリーセル以外のサービングセルにおいて設定されるスケジューリングリクエストの
ための有効な物理上りリンク制御チャネルリソースを持っているという条件を少なくとも
含む条件を満たす場合に、カウンターの値が所定の値より小さいならば、前記カウンター
の値を１つインクリメントし、前記プライマリーセル、または、前記プライマリーセル以
外のサービングセルにおける前記物理上りリンク制御チャネルを介して前記スケジューリ
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ングリクエストを送信するよう前記送信部に指示し、あるＴＴＩにおいて少なくとも１つ
のスケジューリングリクエストがペンディングされており、前記あるＴＴＩにおいて送信
のために利用可能なＵＬ－ＳＣＨリソースがなく、前記端末装置が前記あるＴＴＩに対し
て前記プライマリーセルにおいて設定されるスケジューリングリクエストのための有効な
物理上りリンク制御チャネルリソースを持っているという条件を少なくとも含む条件を満
たす場合に、前記カウンターの値が前記所定の値と同じ、または、前記所定の値より大き
いならば、設定されている下りリンクアサインメントおよび設定されている上りリンクグ
ラントをクリアし、あるＴＴＩにおいて少なくとも１つのスケジューリングリクエストが
ペンディングされており、前記あるＴＴＩにおいて送信のために利用可能なＵＬ－ＳＣＨ
リソースがなく、前記端末装置が前記あるＴＴＩに対して前記プライマリーセル以外のサ
ービングセルにおいて設定されるスケジューリングリクエストのための有効な物理上りリ
ンク制御チャネルリソースを持っているという条件を少なくとも含む条件を満たす場合に
、前記カウンターの値が前記所定の値と同じ、または、前記所定の値より大きいならば、
設定されている下りリンクアサインメントおよび設定されている上りリンクグラントをク
リアしないＭＡＣ層処理部と、を備えてもよい。
【０１４４】
　（７）本実施形態の端末装置は、１つのプライマリーセルを含む２つのサービングセル
を用いて基地局装置と通信する端末装置であって、前記プライマリーセル、および、前記
プライマリーセル以外のサービングセルのそれぞれにおいて物理上りリンク制御チャネル
を送信する送信部と、前記プライマリーセル以外のサービングセルにおいて、初期送信の
ためのＵＬ－ＳＣＨ（uplink shared channel）リソースを要求するために用いられるス
ケジューリングリクエストのための物理上りリンク制御チャネルのリソースが設定されな
い場合には、ＭＡＣ制御要素に基づいて、前記プライマリーセル以外のサービングセルを
アクティベート、および、デアクティベートするＭＡＣ層処理部と、を備えてもよく、前
記プライマリーセル以外のサービングセルにおいて、前記スケジューリングリクエストの
ための物理上りリンク制御チャネルのリソースが設定される場合には、前記プライマリー
セル以外のサービングセルは常にアクティベートされてもよい。
【０１４５】
　（８）本実施形態の基地局装置は、１つのプライマリーセルを含む２つのサービングセ
ルを用いて端末装置と通信する端末装置であって、前記プライマリーセル、および、前記
プライマリーセル以外のサービングセルのそれぞれにおいて物理上りリンク制御チャネル
を受信する受信部と、前記プライマリーセル以外のサービングセルにおいて、初期送信の
ためのＵＬ－ＳＣＨ（uplink shared channel）リソースを要求するために用いられるス
ケジューリングリクエストのための物理上りリンク制御チャネルのリソースが設定されな
い場合には、ＭＡＣ制御要素を送信することによって、前記プライマリーセル以外のサー
ビングセルをアクティベート、および、デアクティベートするＭＡＣ層処理部と、を備え
てもよく、前記プライマリーセル以外のサービングセルにおいて、前記スケジューリング
リクエストのための物理上りリンク制御チャネルのリソースが設定される場合には、前記
プライマリーセル以外のサービングセルは常にアクティベートされてもよい。
【０１４６】
　これにより、端末装置１は、効率的に基地局装置３と通信することができる。
【０１４７】
　本発明に関わる基地局装置３、および端末装置１で動作するプログラムは、本発明に関
わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を制
御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても良い。そして、こ
れら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Random Access Memory）
に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Read Only Memory)などの各種ＲＯＭやＨＤ
Ｄ（Hard Disk Drive）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き
込みが行われる。
【０１４８】
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　尚、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、をコンピュータで実
現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコンピ
ュータが読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコ
ンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。
【０１４９】
　尚、ここでいう「コンピュータシステム」とは、端末装置１、又は基地局装置３に内蔵
されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとす
る。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁
気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハ
ードディスク等の記憶装置のことをいう。
【０１５０】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間
、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュー
タシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含ん
でも良い。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても
良く、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムと
の組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０１５１】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、複数の装置から構成される集合体（
装置グループ）として実現することもできる。装置グループを構成する装置の各々は、上
述した実施形態に関わる基地局装置３の各機能または各機能ブロックの一部、または、全
部を備えてもよい。装置グループとして、基地局装置３の一通りの各機能または各機能ブ
ロックを有していればよい。また、上述した実施形態に関わる端末装置１は、集合体とし
ての基地局装置と通信することも可能である。
【０１５２】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、ＥＵＴＲＡＮ（Evolved Universal 
Terrestrial Radio Access Network）であってもよい。また、上述した実施形態における
基地局装置３は、ｅＮｏｄｅＢに対する上位ノードの機能の一部または全部を有してもよ
い。
【０１５３】
　また、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、又は全部を典型的
には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよいし、チップセットとして実現してもよい
。端末装置１、基地局装置３の各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、又
は全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回
路、又は汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替
する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能であ
る。
【０１５４】
　また、上述した実施形態では、通信装置の一例として端末装置を記載したが、本願発明
は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型、または非可動型の
電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空調機器、オフィス機
器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信装置にも適用出来る。
【０１５５】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
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【産業上の利用可能性】
【０１５６】
　本発明の一態様は、複数のセルを用いて効率的に基地局装置と通信することが必要な端
末装置、基地局装置、集積回路、および、通信方法などに適用することができる。
【符号の説明】
【０１５７】
１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）　端末装置
３　基地局装置
１０　無線送受信部
１１　アンテナ部
１２　ＲＦ部
１３　ベースバンド部
１４　上位層処理部
１５　媒体アクセス制御層処理部
１６　無線リソース制御層処理部
３０　無線送受信部
３１　アンテナ部
３２　ＲＦ部
３３　ベースバンド部
３４　上位層処理部
３５　媒体アクセス制御層処理部
３６　無線リソース制御層処理部

【図１】 【図２】
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